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お
知
ら
せ

20
歳
前
障
害
な
ど
の
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
て
い
る
方
へ

　

毎
年
７
月
は
、
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
て
い
る
方
の
う
ち
、
次
の

方
た
ち
が
現
況
届
ま
た
は
所
得
状

況
届
を
提
出
す
る
時
期
で
す
。

・�

20
歳
前
に
初
診
の
あ
る
傷
病
に

よ
る
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て

い
る
方

・�

障
害
福
祉
年
金
か
ら
移
行
し
た

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

※�

期
限
ま
で
に
届
け
出
が
な
い
と

年
金
が
止
ま
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
７
月
末
日
ま
で

に
国
保
年
金
課
ま
た
は
本
納
支

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３
、
6
⒇
１
６
０
０

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク（
後
発
）医
薬
品
の

利
用
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
の
負
担
軽
減
と
医

療
費
削
減
の
た
め
、『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ
』

を
一
部
の
方
に
送
付
し
ま
す
（
８

月
、
10
月
、
12
月
の
３
回
予
定
）。

こ
れ
は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る

新
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

切
り
替
え
た
場
合
に
、
自
己
負
担

額
が
一
定
額
以
上
軽
減
さ
れ
る
と

見
込
ま
れ
る
方
に
、
切
り
替
え
を

検
討
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
通
知

で
す
。

問
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３
、
6
⒇
１
６
０
０

忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
！

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
第

２
期
）
と
国
民
健
康
保
険
税
（
第

１
期
）
の
納
期
限
は
７
月
31
日
㊋

で
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関
ま
た

は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国
民

健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
は
、

７
月
13
日
㊎
に
発
送
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
税
等
の
納
付
に
は
、

納
め
忘
れ
の
な
い
安
心
で
確
実
な

口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

納
期
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情

の
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
収
税
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
８
、
6
⒇
１
６
０
９

茂
原
市
民
会
館
の
閉
館
に
つ
い
て

　

茂
原
市
民
会
館
は
安
全
確
保
の

観
点
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
㊐

で
閉
館
し
ま
す
。
な
お
、
隣
接
す

る
茂
原
市
中
央
公
民
館
は
、
引
き

続
き
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
中
央
公
民
館

☎
�
５
０
７
２
、
6
�
０
０
０
８

茂
原
市
優
良
建
設
業
者
を
表
彰

　

市
で
は
、
市
が
発
注
し
た
工
事

の
中
か
ら
平
成
29
年
度
に
優
良
な

成
績
で
完
成
し
、
他
の
模
範
と
な

る
建
設
業
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
建
設
業
者
の
意
欲
を
増

進
し
、
良
質
な
社
会
資
本
整
備
の

推
進
と
施
工
技
術
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

受
賞
し
た
建
設
業
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆�

土
木
工
事
部
門
＝
㈱
三
枝
組
、

㈱
岡
田
建
設

◆
舗
装
工
事
部
門
＝
該
当
者
な
し

◆�
建
築
工
事
部
門
＝
関
東
建
設
㈱
、

㈱
山
﨑
組
、
㈱
緑
川
組

◆�

そ
の
他
工
事
部
門
＝
該
当
者
な
し

問
管
財
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
２
０
、
6
⒇
１
６
０
２

水
難
事
故
防
止
に
つ
い
て

　

市
内
に
は
、
農
業
用
水
を
確
保

す
る
た
め
の
「
た
め
池
」
や
「
用

排
水
路
」
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

水
難
事
故
防
止
の
た
め
に
、「
た

め
池
」
な
ど
に
は
一
般
の
方
は
近

寄
ら
な
い
よ
う
家
庭
で
の
話
し
合

い
や
地
域
で
呼
び
か
け
る
な
ど
皆

さ
ん
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
政
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
６
、
6
⒇
１
６
０
４

水
稲
病
害
虫
防
除
を
実
施

　

市
内
の
一
部
地
域
で
、
７
月
18

日
㊌
か
ら
20
日
㊎
に
、
早
朝
よ
り

産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
水
稲
病
害
虫
防
除
を
実
施
し
ま

す
。

　

な
お
、
防
除
日
は
天
候
な
ど
に

よ
り
順
延
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
農
政
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
６
、
6
⒇
１
６
０
４

雨
水
貯
留
槽
ま
た
は
雨
水
浸
透

桝
設
置
工
事
に
補
助
金
交
付

　

市
で
は
、
水
害
対
策
の
た
め
の

雨
水
流
出
抑
制
と
雨
水
資
源
の
有

効
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
雨
水
貯
留
槽
ま
た
は
雨
水
浸

透
桝
の
設
置
（
設
置
基
準
有
）
を

行
っ
た
建
築
物
ま
た
は
そ
の
敷
地

の
所
有
者
や
占
有
者
に
対
し
て
、

補
助
金
の
交
付
を
し
て
い
ま
す
。

　

雨
水
貯
留
槽
に
溜
ま
っ
た
水
は
、

災
害
時
の
断
水
対
策
用
ま
た
は
散

水
用
や
洗
浄
水
と
し
て
も
利
用
で

き
ま
す
が
、
大
雨
の
予
想
さ
れ
る

場
合
に
は
排
水
し
て
カ
ラ
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
大
雨
時
や
河

川
水
位
の
高
い
時
、
浴
槽
の
水
を

流
さ
な
い
よ
う
し
て
い
た
だ
く
と

さ
ら
な
る
水
害
対
策
と
な
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
土
木
管
理
課
（
７
階
）

☎
⒇
１
５
３
７
、
6
⒇
１
６
０
５

自
治
会
等
で
の
側
溝
清
掃

　

市
で
は
、
自
治
会
等
の
側
溝
清

掃
で
集
積
し
た
土
砂
の
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。
回
収
す
る
際
は
、

土
砂
と
ゴ
ミ
（
草
・
枝
・
空
き
ビ

ン
・
空
き
缶
な
ど
）
は
分
け
て
回

収
し
ま
す
の
で
、
分
別
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
側
溝
蓋
上
げ
機
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
土
砂
の
回

収
と
併
せ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
土
木
管
理
課
（
７
階
）

☎
⒇
１
５
３
７
、
6
⒇
１
６
０
５

道
路
破
損
個
所
の
補
修

　

茂
原
市
道
な
ど
の
道
路
補
修
に

つ
い
て
は
、
土
木
管
理
課
が
担
当

し
て
い
ま
す
。
道
路
に
穴
が
開
い

て
い
た
り
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
側
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